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日
本
列
島
全
体
を
春
の
嵐
と

思
わ
れ
る
強
風
が
吹
き
荒
れ

て
、全
国
各
地
に
多
く
の
被
害

を
与
え
た
３
月
１
日
に
、平
成

30
年
第
１
回
の
議
会
定
例
会
が

開
会
さ
れ
、16
日
間
の
会
期
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
予
算
が
可
決

さ
れ
て
、重
要
財
源
は
、ま
ち
の

た
め
に
、充
分
に
精
査
を
し
た

な
か
で
、有
効
に
使
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、平
成
の
元
号
が
変
わ

る
の
も
残
り
１
年
と
な
り
、次

は
ど
ん
な
元
号
に
な
る
の
か
大

変
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

私
た
ち
の
任
期
も
残
り
１
年
に

な
り
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
も
、見

や
す
い
、読
み
や
す
い
、議
会
だ

よ
り
を
、届
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、こ
れ
か

ら
も
感
じ
た
ま
ま
の
、素
直
な

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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　大利根川の岸辺に上流（北方）に向かっ
て観音様が立っておられる。田畑や人々を
御守り下さるかのように。
　１９４７年（昭和２２年）９月９日より
断続的に降りだした雨は、１３日に至り
徐々に本格的となり、同時カスリーン台風
発生の気象特報が発せられ、１４・１５日
に降り続き、１３日以降の降雨量は、３９
２ミリに達した。これは群馬県の平均年間
降水量の３分の１に及ぶもので、１９０４
年（明治３７年）災害時３３６ミリ、１９
３５年（昭和１０年）災害時２１７・５ミ
リを、はるかに超える最高記録を示した。
その後、キャサリン台風を初めとして、翌
年のアイオン台風、さらに翌々年のキ
ティー台風と、３年連続して当地は台風に
襲われた。

　利根川の洪水氾濫は物凄く、田畑や家ま
で流された人もあり、漆原地区の人々は、
生きた心地がしなかったという。とりわけ
天狗岩用水の水堰は、ここより東北６０
メートル余りのところにあったが、修理の
たびに破壊された。戦後の疲弊した世間に
ゆとりはなく、群馬県より復旧工事の依頼
を受けた佐田組は、前橋刑務所の１００人
以上の協力を得て、着工以来５カ月の１９
５０年（昭和２５年）４月の末に完成した。
　普通観音様は南西向きに立っているが、
上流から押し寄せる水を食い止めるため、
濁流をにらみ付けて怖い顔で立っている。
延々と続くこの堤防上に、観音様が関係者
によって建立され、未来永劫の除災が祈念
された里人は「洪水除け観音」と呼び敬い
尊んでいる。　　　　　参考文献：吉岡村誌
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